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1．代 『請 座長　石川浩一教授（東大）

1．32P・Tespaminの体内分布に

　　　　　　関する研究

　　　○松井兼吾
（横浜ili立大学・放射線科）

　Tespaminの腫瘍ならびに他臓器に対する分布状態を

研究すべく，32P－tespaminを使用して動物実験ならび

に臨床実験を行なった．

　研究方法1動物実験ではEhrlich皮下腫瘍および同腹

水腫易に対して，それぞれ腹腔内および筋肉内注射によ

り5μcの32P－tespaminを与え，経時的に殺し，灰化し

GM管によりそのactivityをみた．さらに腫瘍のau－

toradiogramを作製し検討を加えた．

　臨床例では乳癌患者3例につき，それぞれ100μcの

32P－tespaminを筋注，経時的に腫瘍ヒを計測し，同時

に反対側の同部位を計測してcontrolとした．

　研戸結果：動物実験においては腫瘍にはそれほど高い

activityは存在dず，肺，胃，腸，　ll「，腎，脾等に高い

activityの存在を認めた．また生物学的減表状態を御ゲ

すると，ほとんどの臓器が24時間で，最初の日のactivity

の1／2に減衰していることが判り，またll日中では約3［で

1／2に減衰し5卜IFIにおいては，大部分が排泄されている

ことが判明した、　・万腫瘍microautoradiogramによる

32P－tespaminのactivityを観察してみると，　Ehrlich固

型腫弓においては，鳥状にuptakeのみられる）rltノ｝があ

り，均等にuptakeされていないことが注日される．ま

た腹水肝瘍においても細胞毎にuptakeが異なっており

前者のことと考え合せると32P－tespaminのuptakeが

腫瘍の代謝となんらかの関係があるように思われる．

　臨床実験については腫瘍側にいずれも高いactivityを

認め，文寸照側との比を観察すると大体25～60％の差を有

し，32P単独の場合と同様に腫瘍の診断への一助として

使用しうると考えられる．
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2．RNA各分劃の32Pとりこみ：
　　侵襲にともなう核酸代謝の変動

林四郎，○玉熊正悦，山田義晴
　　　上原健一一，中山夏太郎

　　　（東京大学・石川外科）

　　　　　　高野達哉

　（東京大学・薬学部微生物薬化学）

　手術後の代謝動態に核酸がどのような役割を果してい

るかを解明する目的で，熱傷をうけたマウスの肝臓なら

びに筋肉核酸に対する32Pとりこみの変動を検討した．

　体重209のDDY　strainマウスの両後肢ならびに尾を

3秒間100°Cの熱湯に入れてマウスの体表に熱傷を作り，

3時間後50μcの32Pを腹腔内に注人してその後8ないし

12時間後の肝臓ならびに筋肉の核酸32P比放射能を対照

と比較した．まずSchmidt－Thanhauser法で抽出した熱

傷群のRNAは対照に比べて32Pとりこみが著しいのに

DNAには差がないことが認められたが，さらにsubcell－

ularの個々のRNA分181」の変動を知るため東大薬学部水

野研究室の協力でsKirbyのフェノール法で核酸を抽出

した．即ち凍結臓器をホモジェナイズし，ドデシル硫酸

ソーダを作用させてから90％フェノールを等量加え遠沈

してえられる核酸層に同様の装査を数回繰り返し，最後

にエタノールで核酸を沈澱させた．次にHiatt，　Mandell，

Hersheyらの方法によるメチル化牛アルブミン珪藻

土をカラムに充填して核酸を吸着させ，食塩の濃度を

0．3Mから1．7Mに連続的にあげながら溶出するとs－

RNA，　DNA，　r－RNAの3つの山がえられる．これらの

各分割の32P投与後8時間日の比放射能を検討すると，

熱傷群のs－RNA，　r－RNAは対照よりそれぞれ2・3倍，

1．8倍に増しているのにDNAには差が認められない・

32P投与後12時問目にはs－RNA，　r－RNAいずれも対照

より1．7倍の増加を示した．これに反して筋肉の核酸の

s－RNA，　r－RNAには熱傷の影響が認められない．この

さい各臓器の総窒素，尿酸，トランスアミナーゼ等の変

動はなお検討巾であるが，熱傷後早期，体全体のbalance

sheetの面からはcatabolicな傾向の著しい時期に，

肝臓ではタンパク代謝に重要な核酸の代謝回転が激増し

ていること，これに反して侵襲に伴なうタンパク異化の

主要臓器と思われる筋肉の核酸にはそれが認められない
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